
実　習　期　間
自　　年　　月　　日　～　至　　年　　月　　日

欠席　　　日、遅刻　　　回、早退　　　回

実　習　施　設　名

実　習　指　導　責　任　者 実　習　指　導　者

署名： 署名：

〇〇養成校〇〇学科

診療参加型臨床実習

チェックリスト

実　習　区　分 見学実習・評価実習・総合実習

学　籍　番　号 学　　生　　氏　　名



　

・観察した技術を、手取り足取りの技術
　を受けながら実施している。
・実習指導者が行う技術を、部分的に
　手伝っている。
・不十分な部分の指導・支援を受けな
　がら、技術を実施している。

・技術を見せた（手本を示した）後に、
　実際に学生と一緒に行う。
・学生にできる部分は独力でやらせて、
　できない部分の指導、手伝いを行う。
・学生が行う技術を、部分的にフォロー
　する。

・実習指導者の見守りや助言を受けな
　がら、独力で実施している。

・指導は少しずつ手を引き、学生の行う技
　術を見守り、助言を行う。

協同参加

実施

見学
・解説を受けながら、実習者の技術を
　観察している。
・観察した技術を理解しようとしている。

　チェックリストは、診療参加の状況を確認しながら実習を進めるためのナビゲーションツー
ルです。技術・能力の習得プロセスとして、下記の「見学」「協同参加」「実施」の段階付け
で、診療参加しているレベルを細かく確認しながら実習を進めてください。実習が進むと、
チェックリストの記載を通して学生の体験していない技術項目、未熟な技術項目が明確と
なります。スキル向上が進まない項目については、指導の工夫をよろしくお願いいたしま
す。

学生レベル（学生） 指導レベル（実習指導者）

・解説しながら技術を見せる。
　（手本を示す）



Ⅰ．情意・認知領域

学生 CE

挨拶・自己紹介　 　□ □

医療人としての身だしなみ 　□ □

感情のコントロール 　□ □

規則の遵守 　□ □

患者を尊重する態度 　□ □

職員との良好な人間関係 　□ □

職員に対する節度ある言葉遣い・礼儀 　□ □

患者に対する節度ある言葉遣い・礼儀 　□ □

プライバシーに対する配慮 　□ □

連絡・報告・相談 　□ □

整理整頓 　□ □

※特に大きな問題がないようであればチェックする

コクランレビュー・ガイドライン等の選択

情報（検査データ等）の選択

検査測定の選択

問題点の選択

目標の選択

治療の選択

スタッフ・患者・家族への説明内容の選択

カルテ（SOAP）・実施計画書・カンファレンス資料・申し送り資料・患者/家族指導用
資料　等

□　□

□　□

□　□

□　□

記録
□　□

□　□

□　□

□　□

見学
（解説）

協同参加

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

認
知
ス
キ
ル

実施
（見守り）

備考
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Ⅱ．精神運動領域

１．情報収集・検査測定項目

見学
（解説）

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

徒手筋力検査・握力・Hand held dynamometer・1 Repetition Maximum　等

brunnstrom recovery stage・上田の12段階・Stroke Impairment Assessment Set・
Hoehn & Yahrの重症度分類・Unified Prkinson's Disease Rating Scale・ASIA機能障害尺度･
脊髄損傷の神経学的分類国際基準ISNCSCI・ロンベルグ試験･鼻指鼻試験･指鼻試験･膝打ち試験･
足踏み試験･前腕回内回外試験･足指手指試験･踵膝試験･向こう脛叩打試験　等

形態測定

情報収集

環境評価

リスク管理

意識レベル

反射検査

筋緊張検査

感覚検査

筋力検査

疼痛検査

脳神経検査

高次脳機能検査
心理・精神機能検査

神経疾患検査

上肢・下肢・体幹・折りたたみナイフ現象・鉛管現象・歯車様固縮、固痙縮・Modified Ashworth Scale　等

問診・Visual Analog Scale・Numeric Rating Scale・Face Rating Scale　等

伸長・体重・四肢長・周径・Bocy Mass Index・断端長　等

エビデンス情報・医学的情報（カルテ・画像・検査値・パス・安静度・指示）・社会的情報・問診　等

vital signs（視診・脈拍・血圧・呼吸・酸素飽和度・体温）・手術部（禁忌肢位）・清潔・転倒防止・褥瘡防止
等

支援者の状況・社会資源　等

japan coma scale・glasgrow coma scale・Richmond Agitation-Sedation Scale　等

半側空間無視・身体失認・観念/運動/着衣失行・Broca/Wernicke/全失語・注意遂行機能障害・
記憶障害・長谷川式簡易知的機能検査スケール・MMSE・健康関連QOL・不安/抑うつ尺度　等

検査の選択　　検査方法の説明および指示　　妥当な判定　等

腱反射・病的反射（クローヌス・ホフマン/トレムナー反射・ワルテンベルグ指屈反射/ワルテンベルグ徴候
把握反射/強制手探り反射・足底筋反射（ロッソリモ・メンデル-ベヒテレフ反射）・バビンスキー反射）　等

表在・深部肢位の設定　　検査方法についてのｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　　検査器具の準備　　検査器具の正しい使
用方法（手順、刺激の入れ方）　　不快感のない実施（時間のかかりすぎ、触り方など）　　判定　　記録　等

協同参加 実施
（見守り）
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見学
（解説）

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

2．治療項目

見学
（解説）

□　□

□　□

協同参加 実施
（見守り）

協同参加 実施
（見守り）

発達検査

関節可動域測定

バランス検査

動作分析

歩行

触診

歩行速度計測

日常生活活動（Birthel Index・Functional Independence Mesurement・老研式活動能力指標）・手段的ADL
環境評価・家屋評価・CEQ・Zarit介護負担尺度　等

ADL評価

呼吸・循環機能

補装具等

物理療法

関節可動域運動

姿勢反射検査

検査説明/指示・検査肢位設定/変換・ランドマーク確認・計測肢把持・手技（固定、運動方向・範囲、動か
す強さ・速さ）・検査器具の使用・角度読み取り・代償運動抑制・end feel確認　等

臥位・肘立て・四つ這い・膝立ち・坐位・起立・立位・歩行・階段昇降・日常生活活動動作・車椅子　等

自動運動・自動介助運動・他動運動・伸長運動

modified British Medical Research Council・COPD Assessment Test・変形・視診・聴診・打診・触診・胸郭拡
張差・スパイロメトリー・6分間歩行テスト・シャトルウォーキングテスト・運動負荷試験・間欠跛行・NYHA
Functional Classification・Specific Activity Scale・Short Physical Performance Battery・Borg Scale・頸動脈
怒張JVD・Forrester分類/Nohria分類　等

温熱/寒冷療法・電気的治療法・牽引療法・水治療法

安全な環境・肢位の設定　　外乱刺激の与え方（部位、程度、方向）　　転倒への配慮　　妥当な判定
L-R　STNR　ATNR等の原始反射　立ち直り反射　等

粗大運動発達評価（臥位・寝返り・四つ這い・坐位・立位・歩行・走行）・発達検査ツール　等

チェックアウト（義肢・装具・車椅子・座位保持装置・クッション・歩行補助具）　等

Functional reach test・Timed up ＆ go test・Functional balance scale　等
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見学
（解説）

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

□　□

Ⅲ．総評

協同参加 実施
（見守り）

呼吸介助・排痰介助・ポジショニング・口すぼめ/腹式呼吸・伏臥位療法・排痰機器・人工呼吸器・酸素療法
等

バランス練習

筋力増強・維持

指導・教育
運動指導（自主トレーニング指導・腰痛体操・側弯体操）・
患者家族教育（フットケア・良肢位・抱っこ・環境・制度・疾患・健康）　等

ポジショニング・良肢位・寝返り・起上り・肘這い・四つ這い・坐位・起立（椅子から・床から）・立位・移乗・
車椅子操作・免荷歩行・歩行補助具使用・装具使用・義足装着練習・義足歩行練習・応用歩行動作・
階段昇降・転倒/転落配慮・リスク管理　等

マッサージ・モビライゼーション

食事・更衣・トイレ・入浴・移乗　等

持久力運動
エルゴメータ・トレッドミル・サーキットトレーニング　等

ADL練習

呼吸練習

分離運動の促通・協調性運動（フレンケル体操・LSVT BIG®・PNF）　等

運動麻痺回復促通

臨床実習全体を通じ学生の優れている点、劣っている点などについて、印象及び助言をお書きください

自動介助運動・徒手抵抗運動・自重・CKC・OKC・機器　等

手技の選択、手技の説明　　安楽な肢位の設定　　不快感のない患部の把持
適度な刺激の与え方（圧迫、副運動）　　疼痛管理　　治療後の症状確認　等

静的バランス・動的バランス・バランスボール　等

動作練習・介助
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Ⅳ．経験した症例
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